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薬剤性過敏症症候群
皮膚が広い範囲で赤くなる、全身性の発疹、発熱、体が
だるい、リンパ節（首、わきの下、股の付け根など） のは
れなどがあらわれる。

多言語対応で読み上げてくれるよ。スキャンしてね。
It supports display and voice reading in multiple languages.



かぜの原因の８～９割は、ウイ
ルスによるもの。「手洗い」に
は石鹸とお湯を、「うがい」に
はうがい薬を使えば、効果的
です。

体のコンディションが良くない
と、ウイルスに感染しやすくな
ります。ストレスや疲れをため
ず、しっかりと睡眠をとり、体
力と免疫力を高めましょう。

さまざまな免疫力に関わるビタ
ミンC、ビタミンA が多く含ま
れる、緑黄色野菜や果物などを、
積極的に食べるよう、心がけて
ください。

室内の空気をきれいに保つた
め、新鮮な空気を取り込むよ
うにしましょう。冬場は空気が
乾燥しているため、加湿器な
どで湿度を保ちましょう。

せきやくしゃみの飛沫にはウ
イルスが含まれているかもし
れません。飛沫の拡散を防ぐ
ために、マスクの着用を心が
けましょう。

消化が良く栄養価の高いもの
を食べましょう。汁ものの料理
は、体が温まり、水分補給にも
なるのでおすすめです。

お風呂の湯気は、鼻やのどの
粘膜に潤いを与えてくれます。
体力の消耗の少ない、ぬるめ
のお湯にゆっくり入ってくださ
い。ただし長湯は禁物です。

湿度を高めにした暖かい部屋
で、充分な睡眠をとりましょう。
汗をかいたら、よく拭き取り、
体を冷やさないようにしてく
ださい。


